
児童・生徒が美しいハーモニーを披露
－村内小中学校音楽祭－
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広 報

　飯舘中体育館にて開催された「平成 18 年度 村内小中学校音楽祭」
で、今年数々の賞に輝いた飯樋小合唱部をはじめ各校の生徒たちが、
感動的な歌声や演奏を館内に響かせました。（15ページに関連記事）
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線
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
い

復
旧
が
望
ま
れ
ま
す
。
▽
こ
の

広
報
が
配
達
さ
れ
る
頃
に
は
、

通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
片
側
通

行
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す

が
、
引
き
続
き
気
持
ち
と
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
安
全
運
転
に

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。 ９月の出動 火災  0件（1月からの累計 　3件）

　　　　　　救急26件（1月からの累計214件）
10
12

▲ゲスト出演した
　しまだあやさん

ご寄付ありがとう

○飯舘村緑化基金
　▶ 大内ヤス子さん（飯野町）から金10,000円

○飯舘村社会福祉協議会
　▶    村民ゴルフ実行委員会（渡辺守男委員長）から
　　チャリティーホール協賛　金 12,500円
　▶ 林　昭男さん（臼石）から金50,000円

ありがとうございました。（10月25日現在）

　

10
月
上
旬
の
豪
雨
に
よ
り
八

木
沢
峠
地
内
で
法
面
崩
落
や
地

す
べ
り
が
発
生
し
、
今
も
な
お

県
道
原
町
川
俣
線
の
一
部
が
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
▽

県
道
は
毎
日
多
く
の
車
両
が
通

行
す
る
ほ
か
、
生
活
バ
ス
の
路

火災・救急情報

　飯舘村グリーンツーリズム研究会（佐々木勝男会長）では、立村50周年と民家園の茅
葺屋根が14年振りに葺替えされたのを記念して、オレンジクローバーを招き、民家園に
て「かやぶきコンサート」を行ないました。
　オレンジクローバーは、石垣島出身の仲宗根忍さんと宮良宜大さんが４年前に結成した
ユニット。この日は、CDアルバムの収録曲や沖縄民謡などを１時間以上にわたり演奏し
ました。さらに、福島県ゆかりの歌手しまだあやさんもゲストとして出演し、コンサート
を盛り上げました。
　また、会場内ではシークァーサージュースや泡盛など沖縄の特産品も販売され、訪れた
人たちは沖縄の雰囲気を感じながら、華やかな沖縄音楽に酔いしれていました。

▲楽しく明るいステージを披露したオレンジクローバー

10
9かやぶきコンサート

▲  14 年振りに屋根を葺き
替えた民家園でのコン
サート
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▲中学校でのあいさつ運動のようす

タ
ッ
プ
リ
ほ
め
る
。

タ
ッ
プ
リ
ほ
め
る
。

　
　
　
　

シ
ッ
カ
リ
し
か
る
。

　
　
　
　

シ
ッ
カ
リ
し
か
る
。

み
ん
な
で
子
ど
も
の
夢
を
育
て
よ
う

　

学
校
と
地
域
、
家
庭
が
連

携
し
て
子
ど
も
た
ち
の
夢
づ

く
り
を
応
援
し
よ
う
と
、
こ

の
ほ
ど
「
飯
舘
村
生
徒
指
導

総
合
連
携
推
進
委
員
会
（
庄

司
和
明
会
長
）」
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
は
、学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

警
察
、
地
区
の
見
守
り
隊
な

ど
で
構
成
さ
れ
、
学
校
と
地

域
、
家
庭
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力

し
合
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
進
路
へ
の
夢
や
、
規
範

意
識
の
定
着
、
思
い
や
り
や

感
謝
の
心
の
育
成
な
ど
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画

で
す
。

　

６
月
に
開
か
れ
た
第
１
回
の

会
議
で
は
、
活
動
の
基
本
と
な

る
「
い
い
た
て
っ
子
夢
づ
く
り

構
想
」
が
承
認
さ
れ
、
学
校
、

地
域
、
家
庭
の
役
割
分
担
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

構
想
で
は
、
学
校
は
「
目
的

意
識
や
社
会
性
を
育
て
る
活

動
」
を
担
当
、
職
場
体
験
や
道

徳
の
授
業
の
充
実
、
学
力
向
上

を
図
る
授
業
の
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

地
域
は
「
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
活
動
」
と
し
て
、
あ
い

さ
つ
運
動
や
ま
で
い
教
育
の
実

践
、
地
域
見
守
り
隊
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
庭
で
は
「
タ
ッ
プ

リ
ほ
め
る
。シ
ッ
カ
リ
し
か
る
。

活
動
」
と
し
て
、
親
子
奉
仕
活

動
や
教
育
講
演
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
組
織
を「
調
査
部
」

「
広
報
部
」「
総
務
部
」
の
３
つ

の
専
門
部
会
に
分
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
「
調
査
部
」
で
は
、
子
ど
も

と
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
習

慣
や
学
習
、地
域
と
の
関
わ
り
、

規
範
意
識
な
ど
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
、
村
の
子
育
て
環
境
の

状
況
を
把
握
し
ま
す
。

　
「
広
報
部
」
で
は
、
活
動
方

針
で
あ
る「
タ
ッ
プ
リ
ほ
め
る
。

シ
ッ
カ
リ
し
か
る
。」
の
周
知

を
図
る
た
め
、
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
、
垂
れ
幕
な
ど
を
作
っ

た
り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を

テ
ー
マ
と
し
た
標
語
の
募
集
を

行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
総
務
部
」
は
、
朝
の
あ
い

さ
つ
運
動
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
協
力

で
実
施
す
る
ほ
か
、
小
・
中
学

生
、
高
校
生
か
ら
「
夢
」
に
関

す
る
作
文
を
募
集
し
、
優
秀
作

品
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

３つの
部会が
活動中

家庭も
地域も
学校も

子育て
連携組織が
発足

【推進委員会の構成団体等】
　飯舘村教育委員会、福島県教育委員会、飯舘村公民館、飯舘村、飯舘村各幼、小、中、高等学校、飯舘村幼、小、中、
高等学校ＰＴＡ、村主任児童委員、南相馬警察署、飯舘村行政区長会、飯舘村商工会小売業部会、飯舘村子ども会育成会
連絡協議会、飯舘村防犯指導隊、飯樋町やさしく見守り隊、草野田町組見守り隊、臼石見まもり隊など

村全体で
　子どもを守ろう

　委員会の活動は、国の補助を受
けて平成19年度まで２年間行な
われます。
　「いじめ」や「暴力」、「不登校」、
「少年非行」など子どもを取り巻
く問題が未だ深刻な状況にあるこ
とから、委員会では、地域の構成
員である家庭や学校、地域住民、
関係機関が一体となって、その予
防や解決に向けて取り組むことに
しており、多くの村民の協力を呼
びかけています。

　

毎
月
１
日
と
15
日
を
「
あ
い
さ
つ

運
動
の
日
」
と
し
、
学
校
の
校
門
付

近
で
あ
い
さ
つ
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
朝
の
一
声
を
か
け
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
の
取
り
組
み

■
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

■
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　

作
成
配
布

　
「
タ
ッ
プ
リ
ほ
め
る
。
シ
ッ
カ
リ
し

か
る
。」
活
動
の
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ

を
作
り
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
集
会

所
に
、
チ
ラ
シ
は
各
家
庭
に
配
布
し

ま
し
た
。

　

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼
り
付
け
、

村
民
み
ん
な
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▲ 家庭や集会所に配布した
チラシ・ポスター

　

村
公
民
館
に
掲
示
し
、
利
用

者
や
往
来
の
皆
さ
ん
に
「
子
ど

も
の
夢
づ
く
り
」支
援
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

■
垂
れ
幕
作
成

　

秋
植
え
球
根
を
植
え
る
プ
ラ

ン
タ
ー
を
準
備
、
各
子
ど
も
会

が
親
子
一
緒
の
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
一
緒
に
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
球
根
も
準
備
し
ま
し
た
。

植
付
け
を
終
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー

は
集
会
所
な
ど
に
置
き
、
環
境

美
化
に
一
役
買
う
こ
と
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
と
球
根
の
購
入

費
は
㈱
コ
メ
リ
か
ら
「
コ
メ
リ

緑
資
金
」
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
「
夢
」

に
関
す
る
作
文
を
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
審
査
中
で
、
優

秀
作
品
の
表
彰
は
、
12
月
３
日
開

催
の
「
夢
づ
く
り
推
進
大
会
」
で

行
い
ま
す
。

■「
夢
」に
関
す
る
作
文

　
　
　
　
　
　

募
集

▲公民館に掲げた垂れ幕

▲ 子ども会育成会では、秋植え球根を親子一緒に植えるため「タップリほめる。シッカリ
しかる。」活動方針を刷り込んだプランターを作りました

「夢づくり大会」を開催「夢づくり大会」を開催
　12月３日（日）には、「いいたてっ子夢づくり推進大会」
を飯舘中学校体育館で行います。
　作文の表彰のほか、人気グループ『阿

あほうど り

呆鳥』のコンサー
トを行なうことにしています。『阿呆鳥』は、いわき市出身
の菊池章夫さんらによるフォークソンググループで「物語」
などのヒット曲で知られ、
現在は、小・中学校の講演
会や演奏会などの活動をし
ています。本村での公演は、
今年の１月に引き続き２回
目です。入場無料です。

■
親
子
奉
仕
活
動

▲1月の阿呆鳥コンサートのようす




